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周産期医療ネットワークに関する実態調査の結果について  

平成 20年12月  
雇用均等。児童家庭局  

母 子 保 健 課   

本調査は、平成20年10月27日付け通矧こ墨っき、各都道府県の同産期医療ネッ  

トワークの実態等の把握を目的として実施したものである。（調査時点において同産期  

医療ネットウーーク未整備2県を含め調査。）  

◎同産期医療ネットワーク間係   

平成20年度の状況について、47の全都道府県担当者からの回害を集計したもの。  

（20年度実施（予定も含む））  

（1）全都道府県（47自治体）において、同産期医療協議会を設置済み。  

（2）同産期医療協議会の開催回数は、平均1。8回／年。  

2 NICU等の充足状況についての認喜  

（1）NICUの充足状況の認識は、「（ほぼ）充足している」が呈旦自造昼、「不足し  

ている」カモま3許封本。  

（2）MFICUの充足状況の認識†ま、「（ほぼ）充足している」群旦旦自造珪、「不足  

している」が12自治体、「把握していない」が2自治体。  

3 周  

○全都道府県のうち、同産期医療関係者研修を開催しているのは44良造墜。  

4 同産期救急情報システ  

（1）総合・地域周産期母子医療センター等の空床状況等の応需情報を提供するコン  

ピュータシステムを設置しているのは37自治体。うち一般救急システムと連  

携しているのは⊥8自さ副本。  

（2）応需情報の更新頻度については、「リアルタイムでの更新」が4自治体、「概ね   

1日に2回更新」力閲台体、「概ね1日に1回更新」が之⊥畠造佐、「医療  

機関により異なる」が2諺台体、「その他」力＼2巨誹台体。   



※「最終的には、送り側と受け側の医師同士の直接の対話（電話）が必要であり、情報   

システムの有用性はきわめて限局的」「受け入れられる医療機関が限られているため、   

システムを利用するより、直接電話で連絡した汚が早い」「繁忙な医療機関において、   

応需情報をリアルタイムで入力するのは困難」といった意見もあった。  

5 周産期医療に係るコーディネーターの配置につい  

（1）全都道府県のうち、ハイリスク妊婦の搬送コーディネーターを配置しているの  

は脚。  

（2）全都道府県のうち、ハイリスク新生児の搬送コーディネーターを配置している  

のは2自治体。  

6 管内に複数の総合周産期母子医療センターが指定されている都道府県につい  

○該当する都道府県は14自治睦。うち、同産期医療の調整を行う基幹病院を定   

めているのは4自治体。  

○県境地域の周産期の搬送体制について、他県と協議の場を持つなど連携を因って   

いるのは12自治体。  

※他県と連携していない自治体における主な理由は、「県外搬送の実績がない（少   

ない）」「県間では連携していないが、病院間の個別の連携により搬送・受入が  

行われている」などであった。  

助産所との連携につい  

○管内に分娩を取扱う助産所が存在するのが39自治体。うら、同産期医療ネット   

ワークに助産所を組み入れているのは、30自追払  

9 現状の同産期ネットワークにおける問題点（主なもの）  

○産科、小児科の医師不定や看護師不足により、現状維持の確保に苦慮している。  

○地域の産科の減少により、正常分娩の妊婦までが、総合・地域同産期母子医療セ   

ンターに集中している。  

○同産期医療情報システムにおいて、医師が入力を行っているため、多大な負担を   

かけていることから、入力を行う補助者を置くなど、環境整備が必要。  
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◎総合同産期母子医療センター  

各センターからの回筈を集計した宅の。特に言及している項目以外は直近の状況。  

（1） N‡CUについて  

ア） 病床数（有効回害75センター）  

U  6   9   12   15   18  20  21  22以上   

ー  4  32   19   6   4   6   3   

％  5．3  42．6  25．3  8．0  5．3  1．3  8．0   4．0   

N t C  

センタ  

割合（  

イ） 病床利用率（有効回害74センター）（※19年度実績）  

用  

病1未利  

セニノター  

割合（％  

ウ） 平均入院期間（有効回害73センター）（※19年度実績）  

院期間（日）   ′〉20   ～30   ～40   ′〉50   ′〉60   ～70   

ーー数   23   32   12   3   2   

％）   31．5   43．8   16．4   4．1   2．7   1．4   

後方病床数（有効回害75センター）  

病  

後方  

センタ  

割合（  

（2） MF’t CUについて  

ア）  病床数（有効回害75センター）  

3   6   9   10   12   15   

タ  4   49   15   4   

（  5．3   65、3   20．0   1．3   1．3   5．3   1．3   

病床≡数  

セン  

割合  

イ）病床利用率（有効回害71センター）（※19年度実績）  

床利用率（％）  ′〉50   ～60   ′〉70   ～80   ′〉90  ～100   

ンタ一致   8   6   9   8   23   17   

合（％）   11．3   8．5   12．6   11．3   32，4   23．9   
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ウ）後方病床数（有効回害71センター）  

後方病床数   ′一10   ”20   ～30   ～40   ′｝50  51以上   

セ・ンター教   24   25   10   8   2   2   

割合（％）   33月   35．2   14．1   11．2   2．8   2．8   

（3）搬送受入が出来なかった理由（※19年度実績）   

ア） 新生児搬送受入が出来なかったケースがあったセンターは、  42センター／  

有効回答70センター  

うち搬送受入が出来なかった理由について回答のあった42センターの理由別  

センター数の割合（複数回筈）  

理 由   NICU満床  診察可能医師不在   その他   

センター数   41   5   12   

割合（％）   9了．6   11．9   28．5   

54センター／有効  イ）母体搬送受入が出来なかったケースがあったセンターは、   

画害74センター  

うち搬送受入が出来なかった理由について回答のあった53センターの理由別  

センター数の割合（複数回筈）  

理 由   NICU満床  MFICU満床  診察可能医師不在   その他   

センター数   49   31   12   30   

割合（％）   92．5   58．5   22．6   56．6   

（4）夜間・土日の医師の当直体制   

ア） 新生児科（NICU）の当直体制は、医師1人の施設が60センター、医師  

2人以上の施設が15センタ⊥（有効回答75センター）  

イ） 産科（MFICU）の当直体制は、   

・MF t CU6床以下の53センターのうち、医師1人が37センター、医師  

2人以上が16センター   

・MFICU7床以上の22センターのうち、医師1人が6センター、医師2  

人以上が16センター  

（※ 土日の昼間が複数医師での勤務体制であっても、夜間当直が医師1人のセン  

ターについては、医師1人当直として集計。）  
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53センター／有効恒害75  （5）救命救急センターの指定を受けているセンターは・、  

センター   

※ 救命救急センターの指定を受けていない22センターについては、   

ア）脳血管障害合併症（疑いを含む）の妊婦に対し、自施設で対応可能な施設が   

14センター、自施設で対応できないが近隣に対応可能な医療機関が存在する  

のが8センター、   

イ）急性心疾患合併症（疑いを含む）の妊婦に対し、自施設で対応可能な施設が   

13センター、自施設で対応できないが近隣に対応可能な医療機関が存在する  

のが9センター、   

ウ）妊娠中の交通外傷など外傷患者に対し、自施設で対応可能な施設が15セン   

ター、自施設で対応できないが近隣に対応可能な医療機関が存在するのが7セ  

ンターー、   

工）妊娠中のDIC、敗血症など急性かつ重症患者への対し、自施設で対応可能  

な施設が19センター、自施設で対応できないが近隣に対応可能な医療機関が  

存在するのが3センター、である。  

47センター／有効画害75センター   （6）ドクターカーを保有しているセンターは、  
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◎地域同産期母子医療センター  

各センターからの回答を集計したもの。特に言及している項目以外は直近の状況。  

（1）運用状況   

039都道府県において、236センターが認定されている  

うら、6センターが現在休止中   

0230センターのうち、産科部門については、  

。218センターがハイI」スク妊娠に対応している  

。9センターが原則としてハイt」スク妊娠には対応していない   

・1センターが現在、産科診療の取扱いを休止中   

・2センターが、認定時から産科を標梧していない   

0230センターのうら、新生児部門亡っいては、   

・136センターが新生児特定集中治療管理室加算の対象となっている。   

・11センターが上記の加算対象ではないが、新生児科専任医師が勤務しており、  

ハイt」スク新生児への対応を行っている   

・82センターが新生児科専任医師が勤務していないが、常勤の小児科医又は産  

科医が新生児医療を担当している  

・1センターが現在、新生児医療の取扱いを休止中  

（2）NICUについて（診療報酬非加算を含む）  

病床数（有効回答229センター）  

NICU病床数   ～6  ′〉9  ′〉12  ′〉15  ～18  19以上   

センター数   147  44   18   5   4   

割合（％）   64．2  19．2  7．9  4．8  2．2   1．7   

（3）搬送受入が出来なかったケース（※19年度実績）   

ア） 新生児搬送受入が出来なかったケースがあったセンターは、  

有効回苦179センター  

59センター／  

イ）母体搬送受入が出来なかったケースがあったセンターは、89センター／有効  

回答181センター  

75センター／有効回答23  （4）救命救急センターの指定を受けているセンターは、  

0センター   

※ 救命救急センターの指定を受けていない152センター（産科診療を休止中の  

L
 
 
 



センター等を除く）については、  

ア）脳血管障害合併症（疑いを含む）の妊婦に対し、自施設で対応可能な施設が   

98センター、自施設で対応できないが近隣に対応可能な医療機関が存在する   

のが47センター（有効回答145センター）  

イ）急性心疾患合併症（疑いを含む）の妊矧こ対し、自施設で対応可能な施設が  

108センター、自施設で対応できないが近隣に対応可能な医療機関が存在す   

るのが37センター（有効回害145センター）  

ウ）妊娠中の交通外傷など外傷患者に苅し、自施設で対応可能な施設が113セ   

ンターー、自施設で対応できないが近隣に対応可能な医療機関が存在するのが2   

9センター（有効回害142センター）  

工）妊娠中のDIC、敗血症など急性かつ重症患者への対し、自施設で対応可能   

な施設が115センター、自施設で対応できないが近隣に対応可能な医療機関   

が存在するのが30センター（有効回害145センター）である。  

59センター／有効回害230センタ   （5）ドクタ・一刀ーを保有しているセンターは、  
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周産期医療ネットワークに関する実態調査について   

周産期医膚協  コンピューターによる周産期救急用報ソス丁  搬送に係るコー  
係者研修の異  

番都道府県    議会の設置の   直の有精   直の有無  デイネ一夕ーの配   の搬送に係るコ 有無 ■】弓■  

荘   ×   X  X  ×  〉く   
l  ○  （⊃  ○  ：≡■；  

X  X  X  
○  

一般の救急医僚のシステム  鞭ね1日に1回更新  × 
2   

○  ○  ○  
X ×  ）く  

○   
一般の救急医環のシステム   概ね1日に2回更新   ○  県   ○  Cl  

メ  ×  X  ○  ○  
一般の救急医疾のソスTム   に1回更新   

4   ○  ○  0   （⊃  

×   X  X  
T「＝＝＝二＝二てこ－ム   概ね12時間に1回更新  

5  

○  ○  ○  
×  ×  × Cl  

×  ○  ○  
6  

X  X  X  ○  ○  
一般の救急医療のシステム  概ね1日に1回更新  

『  （⊃  （⊃  ○  O 
病院により異なる  ×  ×  X  ○  〉く  

○  一般の救急医環のシステム  
8  ○  （⊃  ○  

概ね1日に1回更新  ○  ○  ×  X  ×   

9   ○  （〕  ○  ○  一般の救急医療のシステム  
〉く  ×  X  0  単独  聞ね1日に1回更析  

○  ○  Cl  （⊃   

×  ×  X  ○  ○  
単独   一新  

＝   ○  ○  Cl   （⊃  

（⊃   X  ×  ○  ）く   

○   ○  ○  一般の救急医療のソス丁ム   1日にZ回更新  
12  ○  リアルタイムでの更新  X  〉く  ×  C〉  〉く  
13   ○  ○  ○  ○  単独  

定期的に朝夕2回以上  X  X  〉く  ○  X   

14  0  C〉   Cl  ○  －‾ム  
概ね1日に1国更新  ×  x  O  ○  〉く  

ほ  ○  （〕  ○  （⊃  単独  
X  x  O  一般の救急医療のシステム  概ね1日に1回更新 

16  ○  ○  0   
X   x  0  （⊃  

○  
単独  リアルタイムでの更新  

丁7  
Cl  （⊃  ○  

X  X  o   ○  ○  
毘柚  概ね1日に1凰更新  

18  ○  ○  ○  
X  〉（  X   O ○  

×  

19   ○  ○  
×  X  〉く  ○  ○  

÷ス‾ム  搾ね1日に1回更新  
ヱ0  －・：： こ  ○   

○  ○   （⊃   

X   X  〉く  ○  ○  
〉く  ～‾ム   掩ね1日に1画更新  

Zl  ○  ○  ○  
概ね1日に1回更新   X  X  X  ○  ×  

22  ○  ○  0  単独  
〉（  X  ×  C〉  

○  
単独  概ね1日に1回更新  

23  ○  ○  ○  ○  
×  

×  ×  0   0  
24   （⊃  ○  ○  

×  ×  0   0  
：：亭！  概ね1日に1回更新  

25  滋賀県  ○  （⊃  ○  ○   ○  
0  0  0  

26  
○  一般の救急医環のシステム   概ね1日l‾2回更新   0  ○  ○  ○  

概ね12時間に1回更新  ○  ×  0  0  ○  
Z7  ○  ○  ○  ○  単独  

X x   O  ○  単独  リアルタイムでの更新   
Z8  兵庫県  ○  ○  0  

×   ○  （⊃   

○  

田   Cl   単独   朔ね1日に1回更新   （⊃  ○  ○  （⊃  

〉（  C〉  単独  最低1日1回以上更新  
30  ○  O   ○  

x  X  〉く  〉く  ○  
X  X  

31   ○  （⊃   

×  ×  X  
○  

～‾ムと連携  変更があれば更新   
3Z  ○  ○  ○  （⊃   ○   

機関により 根底は異なる   ×  X  X  X   ○  
33  （⊃  ○  ○  ○  

リアルタイムでの更新  X  X  x  〉く  ○   
34   ○  ○  （⊃  ○  ○   単独  

）く  ×  
÷‾ム   

35  ○  ○  0  （⊃  

〉く  

X  
×  ×  0  

○  

36  ○  ○  （⊃  

朝と夕方の各1匡】  ×  X  ×  ○  〉く   
37  ○  ○   （⊃  （⊃  一般の救急医原のシステム  

×  ×  ヽ  0  
○  

一般の救急医薇のシステム  1日に2回更新を依頼  
38   ○  ○  ○  ○   

〉く  X  ×  ○  J－ム  鞘ね1日に1回更新  
39  高知県  （⊃   ○  ○  ○   C〉   

問ね1日に1回更新   X  ×  X  ○   ○   
40  福岡県   ○  ○   ○  O  単独  

×  X  〉く  
x  県   ○  ⊂）  C〉   

×  ×  ×  X   〉く   X  ○  Cl  ○  
×  ×  ×  単独   入退院の動きがあった時点での更新  

43  Cl  ○  （⊃  （⊃  

x   × x  （⊃  
○  

阜独  概ね1日に1回更新  
4   ○   ○  ○   ○  （⊃  

〉く  ×  X   〉く  ○  
宮川奇帰  ○   ○  ○  （⊃  

×  
〉（  X  X  0  

l県  ○   ○  ○  （⊃  

×  
x  ＼   

○  
×   X  

47沖縄県 ○  （⊃  

×  

（⊃  

5  2   12  30 4  

合計  47  24  ヱ3  0   33  1ヱ  ヱ  44  37   



総合周産期母子医療センターについて  

N   I   C   U  M   F   I   C   U  

N【⊂∪  据送不可  「、ハFIC  一俵の塵  渦送不可  
絶命救急  に桝拉さ れオー新生  事例の有   ∪に俳 された庵  租病蔚 
センター   
の指定状 況  ドクター ヘリ保有 の台数                                                    ドクター カー保有 の台数  病床故  年間廷利 用日賦  

（日）   病床数   （人〉  

霊）  
U）  新生児  床）  虹休   

8   0  

074   
l  ○  

ロ   く∩  抑I 9700   3ロヱ  ロ  福   6  1，841  9．5D  1ロ0弓 84・00   1郎   Z†  ヱ  
0   Z580   n  有   ロ  2．柑6  zJ．20l  Z33i蝕50I   二＋∵キト 

3 O 

21  有  
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医  師  の  動  持  状  況  

【  産  科  部  rl  の  医  師  敷  】  【 新  生  児  部  門  の  医  師  数 1  【  医   師   の   当   直   体   制  】  

新生児料の専任医師  新生児科の専任ではないが、N】C〕での捗   ①周鹿期センター（産科）の専任医師    ②①以外で日中、産科鯵環（分娩）に  従事する農相・産傭人村医師    （診日動帯は分娩ヒ従事しないが、当直  や緊急時に分娩に蘭与する医師  摂にも従事する小児科医  産科（MFICU）  新生児科（N】CU）  

て有朋医師賢l  筈斬1五節敢  常勤医師澱  筈動医師薪  常勤底銅蘭  
（研捗匿・レ  

ジデントを除  （研陣匠・レ ジテントを除   研躾匠・レジ デントの赦  非常勤医師   （研修医・レ ジデントを除   研膵医・レジ デントの数  非常勤医師  平日の夜間  土曜日の夜間  日曜日の夜珊  平日の夜間  土曜日の夜㈲  日曜日の夜間   （研膵医・レ   

（）   1   

0   0   0   0   6   ヱ   0   0．l   4   0   0   之   

8   0   0   ○   0   ○   0   0   ユ   0   0   

J   ○   0   0   0   0   ヰ   D．2   4   0．5   

ヰ   ○   0   0   ○   0   0   2   0．8   0，5   ヱ   

5   0   0   0   0   0．7   0   ¢   2   2   2   0   0   

Z   ○   0   0   0   ¢   0   0   ○   3   0   ○   2   

†4   0   ¢   0   0   0   0   0   0   0   0   0   ヱ   Z   

8   0   ○   0   0   ○   0   0   了   0   

9  3   0   9．45   0   P   0   13   0   11．95   0   9．5   2   0  0   Z   ヱ   2   

10  0   0   P   0   0   0   0   0   0   0   ロ   2   Z   

ユ   0   4   0   0   ○   3   ○   0   0   D   2   Z   2   

12   0   0   8   0   ○   0   Z   ○   0   

13   3   ○   0   8   3．6   0   0   0   Z   ■ 5   8   3   0、6   

＝   了   0   0   0   0   0   0   P   0   0   0   0   

ヰ   ロ   0   0   ○   0   ○   0   Z   0   J   0．5   

柑   4   4   0   0   0   0   0   0   4   3   0   0   0   

‖   0   0   ¢   ¢   5   0   0   3   0   ロ   

柑   3   0   0   0   0   ○   3   ○   0   D   

19  0   0   1   0   0   ロ   8   0   0   0   

ZO   Z   ¢   5   0   0   D   0   ロ   

Zl   1   0   0   0   ○   0   0   0．2   5   0   ○   Z   ¢   ○   

2Z   2   ○   D   0   0   0   0   0   ほ   0   0   

エJ   8   ○   0   0   0   0   0．4   0   0   0   

封   3   8   0   4   0   0   0   0   0．l   Z   ○   5   0   

Z5   8   4   ○   4   0   0   0   0   0   0   0   3   J   

Z6   ヱ   0   0   0   0   0   0   5   0   0   0   0   

ZT   4   1．46   0   0   0   0   0   0   0   l．93   0   D   Z   

之8   0   0   5   0   ○   0   Z．¢   4   1．5   0   0   ヱ   ヱ   
20   4   4   0   ほ   5   0   D   0   4   0   t3   0   J   2   

30   5   Z   ロ   0   ○   ○   0   D   4   0   ○   

6   Z   0   0   0   ○   0   0   0   4   3   0   6   0   ¢   

3Z   ○   0   3   0   0   0   ヰ   0   0   ○   

83   J   ロ   1   0   0   散人   Z   0   6   ○   D   

3131 0   Z   0   ○   0   0．Z5   P   0   Z   Z   3   3   

0   0   0   0   P   0   0   ○   こ   

ユ6   0   ○   0   0   0   0   ○   3   D   0   0   0   

0   0   0   0   0．ヰ   0   8   0   0   0   

0   0   0   0   0   0   0   0   D   0   †  i   

39   q   0   0   0   0   0   

40   Z   0   0   ¢   0   0   D   D   5   ○   0   0   0   

引   0   け   0   0   ○   0   0   0   0   0   0   0   

佗   0   0   ○   0   D   ロ   0   O  l  

一
〇
 
 

J】   

1  



N  

Fl  

に併設  された産  
れた新生  

救命救急 センター  児の回促  
（左記を  

年間延利  年間廷利 用日数  

（日）  

（日）  の指定状 況  病床敗  
U）  

ロ  川  粕  
2ヱ．90   Z7  

0   0  不明    ロ  0  有  
10000  8   

0  ロ  有   
9   3．Z44  有  

q5   X  0  ロ   0   50  
9コ   伯  

46 0  0  円  0  乍】  
ほ  有  

47 C〉  0  n  Z9  0  ロ   有  
0   ロ   D  

gO   ヱ0    有  叩  ヽ   0   田  5，ココ6  14．60  Z（〕ロ   9丁．ZO  268   川   
5   有  

ロ  ロ  
Z  51C〉  0  ロ  35  
0  

円  銅  5乙X  0  ロ  5g  0  

0  
ロ  有  

5こ）X  0  ロ  0  

0  
円  有  

54（⊃  0  ロ  有  ロ  Zコ  
55 O 0  

3．ユ94  8し0  42 有  
0  lヱ  

93．00  有  
56（⊃  

有  Z．190  10  

5丁⊂）  0  1ヱ  0  【  有  
12  有  

58 O 0  

1．84  45 有  
8  

ほ  Z  

59 O 【   有  
ト5  有  

GO O 0  

2．0了  有  
90  

0  

有  
6】○  0  匹  有  

田  ヱ  
6こヽ  0  

l．76  有  
柑  有  

63 O 0  

Z．⊆ほ  不明  
1ニ  不明  

64 O l．70  有  
9  有  

65⊂）  0  

1．32  有  
0  0  

12  有  
G6（⊃  巳  有  ロ  Z  

61（⊃  0  

〇．04  看  
0  

g  摘  
58 O 0  

し79  拍  
ロ  栢  

b0 O 0  

1．00  ：盲  

0  
円  有  70 O 0  

6  沼  
ロ  

0  

有  
71 O 0  正  師  田  摘  了ZX  0  匹  佃  

0  lヱ  64  有  
73 O 

n  有  3．3   
てJヽ  0  

梢  合わ  
ロ   

一
一
 
 
 



の 状 況 
師 医 

門  の 匠  師  敢 】 【新児部門の間 【医師の当直 
産  粗 部  

（ 
稚児科の専任医弥   産科（MFIGU）  ′Nlu， 

庶に  
【  昔りⅢ  常勤医師数  

（研修医●レ   師歎 ・レ÷・  （研鯵医・レ  

ジテントを除  非常動医師   （研捗医・レ ジテントを除  研陣医・レジ デントの数  非常勤医師      ジデントを除  研修医・レジ テントの数   

く1   
くl   研侍医・レジ   （1   

0   2   0   0   0   0   
0  

4ユ  4   0  0   0   0  

0   
0  0  

3  0  3  0  0  

4  0   Z   o 
0  z  ヱ 叫  

ヱ   0  Z  0   

0   0   0   
0  0   0  z  2 

45   

0  

4¢  10   0   0  

3   ニ   
0  

0  0  
0  

0  2．8  川  10  
4丁  

0  ○  0  3  

3  0  0   6  ○  0  0  0   18   48  

0  0  0  Z  0  0  0  0  

り  49   3   0  0  ○  0  

Z  

0  ○   0  0  ヰ  4  

5（）   
0  ○  0  

Z   

0   0   0   0   3   0，3   0   0  2   

0   0   8   

Z   0   

51  

0  0  0  ○  0  0．2  0  

0，8  0  0  

2  

0  
Z  0  0  0  

5Z   

6   0  0  
0   0  1．ヰ   0．3  

0   0   0   3 . 
ヱ   Z   

0   0   0  

3   

53  

0   】0   
ロ  

54  10   
0  

0   
3   3   

0  
ヱ  0  ○  

2  0  0  0  
ヱ  0  

55  13  

0  D  0   0  0  0  0  

6  12  川  0  0  0  0   

0   0  0  0   3   3   

0   0   0  0   0   0   0   

5†  lZ  

Z   
0  ○  0  0   0   3   

Z  0   
10  

l   

58  
0   3   

0   0   0  
3  0   10   3   0  

ヱ  0  0  0  
D   Z   

59   
Z   

0  0  ロ  0  

○   0  
0  0  0  

‘0  

0  0  
0．2   2．4   2．4  

4   0．8  0，8  
61   1．6  

0   2   乙   ヱ   
0   0   0   0   0   0   Z．7   0  0  0  

0  

0   0   
ニ   

0   0   0   0   了   0   0   Z  

0  0   D   

6：l   

l  0  0  5  l．2  0  0  

l  

64  

0  D  0  
0  0  0  0  Z  

65  8  3  ○  0  0  0  

ヱ  
0  0   

0  0  0  

66  0   0  0  0  ○  

○   0   

○   0  

0．6   0   0   3   0  

61 

0   5  

0   

0  8  0  0  0  0  0  0  0  ○  
0  0  

0  0  0  0   Z  3  0  ヱ  0  

68  

5  0  0  8     9  0  

0   0  0  0  0   
O  l   

○  ○  0  0   0   ○   0  

0   0   0  0  1   

0  D   O  0  0  5  0  0  8  0  

l  

0  0  0  0  0  0  8  2  0  0   0  P   

0   0．     之  

O  g  0  9  0  0  1   

72 

0  0  O  0  0  
亡  】   13 

0  9  0  0  0   4  0  ヱ  3  Z  

73 

0   6  0   0  0  0  

l  l   

0  0   0  0  8  ○   0  O l  1   

74 丁  
0  （）  0  

1‾1   

一
N
 
 



地域周産期母子医療センターの運用について  

遺  用  状  況  
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